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１．日本橋地区のＤＮＡとは何か？ 

江戸の形成史―オランダの都市計画の影響 

     ・ヤン・ヨーステン（1600年に豊後に漂着。八重洲の語源）による 

      アムステルダムを模した都市計画。狭小な間口による地割に店舗が集中 

・熈代勝覧（1805年、ドイツで発見）に描かれている世相は貴重な資料 

 

商業のメッカとして発展： 

・全国の里程の起点―五街道の起点（1605年） 

・五街道と海運によって全国からさまざまな物産が集まった。 

・魚河岸による活気：江戸市民の蛋白源（御用魚）の供給 

 

大手町、銀座界隈などとは成り立ちが異なる。 

      大手町：武家屋敷街→官庁街  

 銀座： 埋立地→銀座役所→銀座煉瓦街 

   

日本橋の何を残していくか、何を変えていくか、という議論が重要 

 

        日本橋が持っている唯一無二の価値 

               ↓ 

再開発事業の中で維持し、他地域との差別化を図る 

 

キーワード： 100年以上の老舗群（Family Business) 

                    商業のメッカ 

          江戸文化の集結地（五街道・参勤交代） 

          水運の歴史 

          魚河岸の歴史 

             ↓ 

      世界に発信できるユニークな価値 

         回遊性・滞留性の増加 

 

 



２．高速道路問題と再開発事業 

首都高速移設と日本橋のまちづくりに関する長い歴史 

・時間をかけた市民力の熟成か行政の主導か？ 

    「東京都心における首都高速道路のありかた委員会」（中村英夫ほか） 

   「日本橋川に空を取り戻す会」（伊藤滋ほか） 

   「日本橋地区ルネッサンス 100年計画委員会」 

 

□高速道路撤去の事例：ソウル市のチョンゲチョン河 

□高速道路地下化の事例：ボストン市の BIG DIGプロジェクト 

 

〇30年先を見越し、高速道路問題の諸ファクターによる選択肢を冷静に考える。 

 

〇再開発事業については、「日本橋のＤＮＡ」を如何に残せるかを協議することが重要 

 ・地権者の開発後の権利変換のあり方（店舗の位置） 

・足元のテナント構成など 

 

３．今後の方針 

 

  ・高速道路計画およびそれに関連した再開発事業の時計が動き出したので、関係者 

間における情報公開と綿密な話し合いが重要となるであろう。 

 

 

 


